
横手市高齢者虐待防止

対応マニュアル

【概要版】

令和５年９月１日

横 手 市



◎高齢者・・・(６５歳以上の者)

◎虐待者・・・養護者(同居家族、親族、知人等)

養護施設従事者等(養介護施設または養介護事業の従事者)

横手市高齢者虐待防止

対応マニュアル 概要版

◎養護者による虐待の場合…(高齢者の居所のある市町村が実施)

◎養介護施設従事者等による虐待…(養介護施設等の所在地の市町村が実施)

平成１８年４月１日に「高齢者に対する虐待の防止、高齢者の養護者に対

する支援等に関する法律」（高齢者虐待防止法）が施行されました。高齢者

虐待の防止、虐待を受けた高齢者の保護、虐待を行った養護者の支援を目的

としています。

本マニュアルでは、高齢者虐待防止法に則り、定義、基本的な考え方など

を示し、市民の皆様、関係機関などに周知を図るものです。

目的（高齢者虐待防止に向けて）

対応主体

高齢者（被虐待者）と虐待者（養護者）
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◎心理的虐待
怒鳴る・悪口を言う・嫌がらせ

◎ネグレクト
(介護・世話の放棄・放任)

介護や世話の放棄・入浴や食事を

させない

◎性的虐待
(懲罰的に)下半身を裸にして放

置する・性器への接触

◎経済的虐待
合意なく財産の使用や処分・

財産の使用を制限

◎身体的虐待
殴る・蹴る・身体を拘束・無理や

り食べさせる

◎セルフ・ネグレクト※
(自己放任)

自己の健康維持に必要な処遇を

拒むなどして自らを悪影響を及

ぼす状況に追い込むこと

虐待の分類

高齢者虐待とは、意図的か非意図的かを問いません。また、

身体に傷を負わせるだけではなく、下記のような内容も虐待行

為にあたります。

●身体的虐待のサイン

□身体に小さなキズが頻繁にみられる

□頭、顔、頭皮等にキズがある

●性的虐待のサイン

□不自然な歩行や座位を保つことが困難になる

□生殖器の痛み、かゆみを訴える

●ネグレクト（介護等日常生活上の世話の放棄、

拒否、怠慢）のサイン

□部屋に衣類やおむつ類が散乱している

□寝具や衣類が汚れたままの場合が多い

●養護者の態度にみられるサイン

□介護疲れが激しい

●養護者等のリスク要因

□判断力が十分ではない

●心理的虐待のサイン

□かきむしり、噛みつき、揺すり等がみられる

□おびえる、わめく、泣く、叫ぶなどの症状がみ

られる

●経済的虐待のサイン

□年金や財産収入があるのに、お金がないと訴え

る

□自由に使えるお金がないと訴える

●セルフネグレクト（自己放任）のサイン

□薬や届けた物が放置されている

●高齢者のリスク要因

□日常生活において介護が必要

●家族の状態によるリスク要因

□家族間のこれまでの人間関係が良くない

高齢者虐待発見チェックリスト(一例)

虐待が疑われる場合の「サイン」の一例に、以下のものがあり

ます。複数の項目にあてはまると、疑いの可能性は濃くなってい

きます。

※セルフ・ネグレクトは、高齢者虐待防止法に準じた対応による支援を行います
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高齢者

(被虐待者)
虐待者

過去からの人間関係

経済状況の悪化

疾病・障害

無関心・孤立

性格の偏り

【虐待の要因（一例）】

居住環境の悪化

虐待の要因は複雑かつ複合的であり、虐待者も含めた原因・背景を

探り、支援することが必要です。

また、虐待している又は虐待されているという「自覚」の有無は問

わず、客観的に虐待と認められる状況であれば支援が必要になります。

(自覚の有無を問わない)

虐待の事実

発生要因と支援の視点

支援
(虐待者も含める)

身体拘束

安易な身体拘束も虐待となります。介護保険施設では、緊急時のや

むを得ない場合を除き、「身体拘束」が禁止されています。

○身体拘束の例

・ベッドなど家具に手足または体幹を縛りつける

・物をつかめないようにミトン（手袋）をつける

・部屋に閉じ込める

○緊急時のやむを得ない場合の3要件

・切迫性 ：利用者本人または他の利用者等の生命又は身体が

危険にさらされる可能性が著しく高いこと

・非代替性：身体拘束その他の行動制限を行う以外に代替する

介護方法がないこと

・一時性 ：身体拘束その他の行動制限が一時的なものであること
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発見・

情報収集

事実

確認

相

談

・

通

報

関係機関の役割（一例）

高齢者虐待

医療機関

地域包括支援

センター
(養護者による

虐待への対応)

介護支援専門員、

介護保険サービス

提供事業者

在宅介護支援

センター

社会福祉

協議会

市役所

各地域局

民生児童

委員

まるごと福祉課
(養介護施設従事者等による

虐待への対応)

地域住民

警察

高齢者虐待は、複雑な問題を重層的に抱えています。各関係

機関が専門性を活かし、連携・協力して対応することが重要で

す。

下図は主な役割だけ記載していますが、各関係機関が職務・

立場上、発見しやすいことを自覚し、早期発見に努める役割を

担うことが期待されます。
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虐
待
の
終
結

　
届
出
へ
の
対
応

相
談
・
通
報
・

(

事
実
確
認

)

情
報
収
集

ケ
ー

ス
会
議

虐
待
対
応

虐待対応終結

虐待の疑い・事

実がないと判断

されても、必要

な支援を検討

構成員：地域包括支援センター 所長・管理者・担当者

まるごと福祉課 課長・係長・担当者

地域局市民サービス課担当者

内 容：事実確認で収集した情報の整理

虐待の有無と緊急性の判断、面会の可否

対応方針の決定など

①情報収集と虐待発生要因の整理

②虐待対応計画の作成

③虐待担当者会議（包括・地域局・関係機関担当者）

④対応段階の評価

・虐待が解決したと判断された場合

・虐待としての対応が必要ない場合

横手市

地域包括支援センター

まるごと福祉課

地域局市民サービス課

本人・家族

医療機関等

介護保険事業所

在宅介護支援センター
民生委員・近隣住民

介護支援専門員

警察署

養護者による高齢者虐待への対応

ケース会議

・権利擁護対

応(虐待対応を

除く)

・包括的・継

続的ケアマネ

ジメント支援

◆立入調査

◆高齢者の保護

◆やむを得ない事由によ

る措置など

虐待が解消しない場合など、

必要に応じ見直し

【高齢者が安心して生活を

送るための環境の整備】

◇市の担当窓口と役割

〇地域包括支援センター

【訪問調査・介護保険サービスの利用の調整支援（特養・

短期入所・グループホーム等）・成年後見制度の活用】

〇まるごと福祉課【やむを得ない措置（養護老人ホーム

等）】

〇社会福祉課

【生活保護受給の検討・障がい・精神保健との連携】

〇地域局市民サービス課

【訪問調査・地域での見守り、終結後の見守り】

終結後の

見守り

(関係機関…

社会福祉協

議会等)

養護者による高齢者虐待に対して、市は地域包括支援センターを中心に、

様々な関係機関と連携を図りながら虐待終結まで対応します。

【訪問調査等により高齢者の安全、虐待が疑われる事実について確認】

（虐待の種類や程度、被虐待者や養護者等の状況など）

様
式
１

様
式
２

様
式
４
・
５

様
式
６
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強
引
な
面
会
要
求
・
攻
撃
的
な

　
態
度
へ
の
対
応

※高齢者虐待防止法では、面会の制限は「やむを得ない事由による措置」で保護した場合が対象となっていますが、契約による
　一時入所等の場合でも同様の対応が必要です。

面
会
手
続
き
の
基
本
的
な
流
れ

直
接
入
所
施
設
に
連
絡
が

入
っ

た
場
合
の
対
応

養
護
者
へ
の
告
示
事
項

措置入所者の面会に関する基本的な対応

養護者
地域包括支援センター

まるごと福祉課
入所施設等

③電話の様子、養護者の状況を報告

面会が困難な場合

【やむを得ない事由による措置】

高齢者の保護

措置入所

※養護者の面会に対する取り決め例

〇主担当を経由しケース会議にて

判断

〇養護者に退去を求めても応じな

かったり、暴力をふるうような

場合には、警察に通報する。

〇措置入所の事実（不服申立権）

〇主担当部署・連絡先

〇高齢者への面会方法・面会制限

に関する注意など

※主担当の氏名は知らせない等

状況に応じた対応も必要

高齢者との面会

の要望

主担当者 高齢者施設長

①連絡
③生活状況や高齢者

本人の意思を確認

②養護者と面会し

状況や要望を確認

④養護者の状況

高齢者の状況報告

ケース会議

主担当者

面会可能な場合 面会日程・立会者等

の調整 高齢者施設長

面会の実施
主担当者・施設職員等が立会

〇高齢者が面会できる状

態にないことを伝える

〇養護者への支援の継続

〇面会日時・場所・

立会者などを連絡

入所施設高齢者との面会の

要望

①直接入所施設へ連絡

②主担当者への連絡を促す

主担当者

強引な面会の要望

攻撃的な態度

入所施設

主担当者

警察

養護者に退去を求めても退去しなかったり養護者が暴力を

ふるうような場合、警察に通報する
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養介護施設従事者等による高齢者虐待への対応例①

養介護施設従事者等による虐待では、市と県が必要に応じて

連携を取りながら、指定権限等に応じた適切な権限の行使等の

対応を行います。

市が指定権限を有する地域密着型サービス事業所の場合（対応例フロー図）

虐
待
の
終
結

　
届
出
へ
の
対
応

相
談
・
通
報
・

(

事
実
確
認

)

情
報
収
集

虐
待
有
無
／
緊

急
性
の
判
断
等

虐
待
対
応

立
入
検
査
等

虐待の発見者・発見した機関等(高齢者、家族、養介護施設従事者等)

相談・通報、届け出の受付、報告

事実確認の準備
庁内外の既存の情報収集

緊急対応の協議

緊急性あり事実確認の実施

庁内・関係機関の情報共有

安全確認・通報内容確認等

介
護
保
険
法

老人福祉法

高齢者の保護等緊急対応

措置による保護

虐待有無／緊急性等の判断、支援方針の立案

虐待の発生要因の分析・課題整理

（運営上の課題、指導内容等の整理）

違反・指摘事項等無し違反・指摘事項等あり

行政手続法に基づく行政指導

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
措
置

指定取り消し効力の全部

又は一部停止

改善勧告

改善命令・公示

モニタリング／評価

生活状況の変化、改善の確認

養介護施設の改善と取組状況の確

認

老人福祉法

必要な指導

終結の判断

虐待の解消、高齢者が安心してサービスを利用できているか確認

養介護施設の再発防止対応の状況確認

老人福祉法

老人福祉法
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養介護施設従事者等による高齢者虐待への対応例②

県が指定権限を有する養介護施設等の場合（対応例フロー図）

虐
待
有
無
／
緊

急
性
の
判
断
等

虐
待
の
終
結

　
届
出
へ
の
対
応

相
談
・
通
報
・

(

事
実
確
認

)

情
報
収
集

虐
待
対
応

立
入
検
査
等

虐待の発見者・発見した機関等(高齢者、家族、養介護施設従事者等)

相談・通報、届け出の受付

事実確認の準備

緊

急

性

あ

り

介
護
保
険
法

老人福祉法

虐待有無／緊急性等の判断、支援方針の立案

虐待の発生要因の分析・課題整理

（運営上の課題、指導内容等の整理）

違反・指摘

事項等無し

違反・指摘事項等あり

行政手続法に

基づく行政指導

指定取り消し

効力の全部

又は一部停止

改善勧告

改善命令・公示

モニタリング／評価

生活状況の変化、改善の確認／養介護施設の改善と取組状況の確認／再ケース会議による

●虐待の解消、高齢者が安心してサービスを利用できているか確認

●養介護施設の再発防止対応の状況確認

市の対応例 県の対応（想定）

相談等の受付

事実確認の準備

報告

通報

協働

市・県による適切な権限行使

事業者の応諾が

得られた場合

事業者の応諾が得られない場合、

県へ報告し事実確認を要請

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
措
置

高齢者の保護等緊急対応

措置による保護

虐待と認定

必要な指導

【市・県で協議し同行】事実確認の実施

施設・事業所への監査（立入検査等） 高齢者の安全確認

終結の判断

老人福祉法
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養介護施設従事者等による高齢者虐待への対応例③

虐
待
対
応

虐
待
の
終

結

※有料老人ホームに該当しないサービス付き高齢者向け住宅は、養護者による虐待として対応。

※特定施設入居者生活介護の指定を受けていない有料老人ホームおよびサービス付き高齢者向け住宅が対象。

有料老人ホーム（未届施設含）の場合（対応例フロー図）

届
出
へ
の
対
応

相
談
・
通
報
・

(

事
実
確
認

)

情
報
収
集

虐
待
有
無
／
緊
急
性
の

判
断
等

虐待の発見者・発見した機関等(高齢者、家族、養介護施設従事者等)

相談・通報、届け出の受付

事実確認の準備

虐待有無／緊急性等の判断、支援方針の立

案

虐待の発生要因の分析・課題整理

（運営上の課題、指導内容等の整理）

改善指導（文書・口頭）

事業の制限・停止

改善報告

モニタリング／評価

生活状況の変化、改善の確認／養介護施設の改善と取組状況の確認／再ケース会議による

●虐待の解消、高齢者が安心してサービスを利用できているか確認

●養介護施設の再発防止対応の状況確認

市の対応例 県の対応（想定）

相談等の受付

事実確認の準備

報告

通報

協働

市・県による適切な権限行使

事業者の応諾が

得られた場合

事業者の応諾が得られない場合、

県へ報告し事実確認を要請

措置による保護

必要な指導

【市・県で協議し同行】事実確認の実施

施設・事業所への監査（立入検査等） 高齢者の安全確認

終結の判断

虐待有無／緊急性等の判断、支援方針の立

案

虐待の発生要因の分析・課題整理

（運営上の課題、指導内容等の整理）

改善命令・公示

緊急性あり

高齢者の保護等緊急対応

虐待と認定

協働

再発防止対応の協働

（改善計画書の提出

老
人
福
祉
法

老
人
福
祉
法

老
人
福
祉
法
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●　横手市の担当課 　  

●　在宅介護支援センター

高齢者虐待に関する窓口

増田町増田字土肥館173

西部地域包括支援センター

南部地域包括支援センター

まるごと福祉課

増田市民サービス課

〒019-0529
十文字町字海道下12-5

〒013-8601
中央町8-2

〒019-0792

東部地域包括支援センター 〒013-8601
中央町8-2

〒013-0525
大森町字菅生田245-206

0182-42-5114

0182-53-2933

平鹿市民サービス課

0182-35-2160

0182-35-2135

0182-35-2177

0182-35-2134

0182-45-5514

0182-24-1114
平鹿町浅舞字覚町後138

〒013-0205
雄物川町今宿字嶋田1

〒013-0514
大森町字大中島268

〒013-0105

増田

0182-52-3905

雄物川市民サービス課

大森市民サービス課

十文字市民サービス課

山内市民サービス課

大雄市民サービス課

十文字町字海道下12-5

〒019-1108
山内土渕字二瀬8-4

〒013-0461
大雄字三村東18

〒019-0529

0182-22-2156

0182-26-2115

横手市増田在宅介護支援センター

老人介護支援センターすこやか大雄

名称 所在地 連絡先

横手市平寿苑在宅介護支援センター

横手市雄物川在宅介護支援センター

横手市十文字町在宅介護支援センター

横手市山内在宅介護支援センター

やすらぎの苑在宅介護支援センター

在宅介護支援センタービハーラ横手

老人介護支援センターすこやか横手

山内土渕字鶴ヶ池31-3

0182-35-5434

0182-33-7777

0182-45-4411

0182-56-5055

平鹿町浅舞字蒋沼289

雄物川町今宿字鳴田150

十文字町梨木羽場字御休ノ上29

0182-24-3282

0182-56-2072

0182-42-5858

0182-53-3009

0182-33-4401杉沢字中杉沢400

上境字谷地中139

横山町1-1

増田町増田字七日町177

大雄字八柏谷地103-1

連絡先所在地名称

横手市社会福祉協議会横手福祉センター 卸町5-10 0182-33-8668

担当地区

平鹿

雄物川

大森

十文字

山内

大雄

横手・山内

雄物川・大森
大雄

増田・平鹿
十文字
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